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１
９
７
３
年
以
降
の
ピ
ノ
チ
ェ
ト
独
裁
政
権
下

の
チ
リ
で
、
政
治
弾
圧
で
家
族
を
失
っ
た
り
、

貧
困
に
苦
し
む
女
性
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
日

常
生
活
を
モ
チ
ー
フ
に
作
成
し
た
キ
ル
ト 

〈
ア

ル
ピ
ジ
ェ
ラ
〉。
２
０
０
０
年
代
よ
り
、
紛
争
や

自
然
災
害
・
人
工
災
害
を
経
験
し
た
世
界
の
各

地
で
展
示
や
制
作
の
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
〈
ア
ル
ピ
ジ
ェ
ラ
〉
を
手
掛
か
り
に
、
東

日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
津
波
や
原
発
事
故
と

放
射
能
汚
染
を
経
験
し
た
東
北
に
お
い
て
、
惨

禍
の
記
憶
と
表
現
に
つ
い
て
考
え
、
伝
え
る
た

め
に
私
た
ち
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

〈
ア
ル
ピ
ジ
ェ
ラ
〉
と
そ
の
関
連
領
域
に
関
す
る

勉
強
会
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
２
０
１
６
年
度
末
に
は
展
覧
会

と
い
う
形
で
成
果
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
２
０
１
７
年
度
に
は
全
国
各
地
へ
の
巡
回

展
を
行
い
、
各
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
含
む
形
で
、
再
度
東
北
で

展
覧
会
を
開
催
、
そ
の
成
果
を
印
刷
物
に
ま
と

め
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

キ
ル
ト
を
契
機
と
し
た
多
様
な
思
考
の
実
践
を

通
し
て
、
被
災
地
に
お
け
る
記
憶
の
継
承
と
表

現
や
活
動
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
と
学
び
共

有
す
る
機
会
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

＜記憶風景を縫う＞第 1回勉強会

「アルピジェラとはなにか」
アルピジェラは、南米で作られているアップリケのタペストリー。もとはチ

リ沿岸部イスラ・ネグラ地域の伝統手芸です。1973 年以降のピノチェト

による軍事独裁下、貧しい女性たちがこのアルピジェラを用いて自分たち

の日常生活を表現し、人権侵害に抵抗するネットワークを形作っていきま

した。今回は、このアルピジェラとそれに関わる動きの概要を学びます。

2016年6月15日［水］19:00～21:00

会　場：全部・穴・会館＜ホール＞（仙台市青葉区大手町 3-2）

講　師：酒井朋子（東北学院大学）

参加費：500 円（資料代＋お茶付き）、予約優先

予　約：メールにて氏名と人数をおしらせください。

定　員：20 名

酒井朋子｜さかい・ともこ

1978 年北海道生まれ。京都大学大学院農学研究科修士課程修了。ブリス

トル大学 Ph.D（社会学）。東北学院大学教養学部准教授。主な著作に『紛

争という日常 北アイルランドにおける記憶と語りの民族誌』（人文書院、

2015）がある。

主催：「記憶風景を縫う」実行委員会

共催：Survivart

記憶風景を縫う

アルピジェラ＜孤独なクエカ Cueca Sola＞

Violeta Morales 作 , 1990 年
胸に行方不明の夫の写真をつけて踊る女性達の姿。

arpilleras@survivart.net
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